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現代史プリント（２－５）

生徒番号（ ）氏名

同時多発テロと中東問題（２）
Ⅱ.事件４日後のニューヨーク・アメリカ （NHK特集より）
①アメリカ議会は[1 ]への報復のため大統領に2 の
権限を与える事を決めた。

②ニューヨークでは爆弾を仕掛けたとの通報が相次ぎ、また厳しい検問や、交通規制、土地入り規制
がなされ[3 ]状態となっている。

人々は余りの変化に[4 ]をうけ、外出や地下鉄を恐れるなど[5 ]
が広がっている。

③[6 ]教徒の多い地区では7 が発生し、住民は[8
]が広がることをおそれている。

④[9 ]を買い求める人が増え、[10 ]大統領の報復の主張を支持す
る声が大きい。

しかし11 といった報復に反対する声もある。

Ⅲ.イスラム原理主義者の主張
①ロンドン亡命中の原理主義者のリーダーは、今回のテロを12 と

批判するが、アメリカ側が民間人を攻撃すれば報復は13 と主張する。

②ビンラディン氏はサウジアラビアの資産家の子どもで豊富な資金でテロを行っているとされる。

その戦闘員は[14 ]人に達するといわれ、標的は[15 ]はである。

③アフガニスタンの[16 ]側はビンラディン氏のテロへの関与は[17 ]している。
しかしアメリカを許せない国は多いとして、[18 ]投下、[19 ]戦争や[20

]戦争を例に挙げている。
21 自体が世界各地に敵を作っていると主張する。

④ビンラディン氏らがアメリカへの憎しみを決定的にしたのは1991年の[22 ]である。

この戦争においてアメリカ軍は聖地[23 ]などがある[24 ]に基地
を起いた。そして現在も駐留している。このことは[25 ]の法に触れる行為だという。

アメリカは[26 ]を汚し、[27 ]を奪い取っているとかれらは主張している。

こうして1993年の[28 ]爆破事件や1998年の[29 ]連続爆破事件
などが発生した。
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イスラム過激派の幹部はアメリカの悪の流出はすべての[30 ]を迫害しており、自分たち
は[31 ]を守るため戦う、そしてそうした勢力はますます増えていると主張している。

そしてその証拠として[32 ]でのアメリカの対応をあげている。パレスティナ人に対す
る執拗な攻撃を加える[33 ]にアメリカは武器を与え、イスラエルの行為を止めよう
としていない。

かれらはアメリカの報復は[34 ]全体への攻撃と見なしている。

Ⅳ．パレスティナからの現地報告
パレスティナ自治区のラマラでは[35 ]への抗議デモが日常化している。

パレスティナ人のなかでは今回のテロの評価は36 。

デモ隊は[37 ]を繰り返し、これに対しイスラエル軍は催涙ガスや[38 ]弾
で対抗し、最近は実弾も使用している。１日で４人の死亡者が出た。

こうしたパレスティナ人のイスラエルに対する抗議行動を[39 ]といっている。

難民キャンプの子どもたちをたずねると

かれらは、今回のテロ攻撃に対し40 、民間人の死亡者については41
といっている。

自爆テロについては、42 といっている。

パレスティナ過激派の[43 ]は、44 に被害を与えたことには反
対するが、イスラエルに協力する[45 ]は許さないという立場をとっている。

昨年の１１月から[46 ]は１１件に及び、かれらは自爆ではなく、イスラム教徒を弾圧す
る[47 ]の敵に対する[48 ]（ジハード）と考えている。

難民の状態の劣悪化と社会矛盾の激化は命を捨ててもよいという意識を強めている。


